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は
活
躍
、
か

さ
れ
る
役
場
消
防
隊

防
災
組
織
の
強
化
を
図
る
た
め
、

昨

年

九

月

役

場

消

防

隊

が

編

成

さ

れ

ま
し
た
。

定
期
的

K
ポ

ン

プ

操

法

や

規

律

訓

練
を
行
い
、

て
い
ま
す
が
、

い

ざ

と

い

う

時

K
備
え

情

報

キ

ャ

ッ

チ

が

早

く

す

ば

や

く

行

動

K
う

つ

れ

る

こ

の

消

防

隊

K
は
、

関

係

機

関

か

ら

大

き

在
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

町の人口

2月 1日現在

4.276人

4.334人

男

女

8.610人

2.317戸

言十

世帯数



位)

住
み
が
い
の
あ

報

昭
和
町
は
、
四
月
で
町
制
十
周
年
と
い
う
大
き
左

区
切
り
の
年
を
迎
え
ま
す
。

乙
れ
を
祝
う
記
念
式
典
が
、
四
月
四
目
、
五
日
の

両
日
盛
大
K
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
乙
の
記
念
式
典
を

ジ
ャ
ン
プ
台
K
、
乙
れ
か
ら
自
然
と
調
和
し
た
未
来

の
町
。
つ
く
り
K
向
つ
て
は
ば
た
ζ

う
と
し
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
乙
の
十
年
間
歩
ん
で
き
た
町
の
お
も

だ
っ
た
行
事
等
の
記
録
を
掲
載
し
ま
し
た
。

広町和昭

る
ふ
る

さ
と
づ
く
り
を
誓
う

へも稀係
新
た
な
目
標
を
目
指
し
て
前
進

昭
和
十
七
年
四
月
、
西
条
村
と
常
永
村
が
合

併
し
て
昭
和
村
と
左
り
、
四
十
六
年
四
月
K
町

制
を
施
行
し
た
昭
和
町
色
、
今
年
で
は
や
十
年

を
迎
え
ま
し
た
。
乙
の
十
年
の
お
も
左
事
業
を

ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
、
ま
ず
、
み
左
さ
ん

花
い
こ
い
の
場
所
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く

中
央
公
民
館
の
建
設
、
老
朽
化
と
生
徒
数
増
加

K
伴
う
中
学
校
建
設
、
中
巨
草
地
区
広
域
事
務

墾
口
で
建
設
を
進
め
た
ゴ
ミ
処
理
場
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
左
ど
の
共
同
施
設
の
完
成
、
医
大

取
付
道
の
一
期
工
事
完
成
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

図
る
た
め
建
設
が
進
め
ら
れ
た
町
民
体
育
館
、

都
市
基
盤
の
確
立
を
図
る
地
籍
調
査
実
施
、
昭

和
イ
ン
タ
ー
の
窓
が
開
か
れ
小
淵
沢
!
昭
和
問

が
開
通
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
標
K
町
の
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都
市
機
能
を
整
え
、
あ
ら
た
左
歴
史
を
刻
も
う
と
、
町
制
を
施
行
し

第
一
歩
を
踏
み
出
す
。

都
市
計
画
法
施
行
K
伴
い
本
町
も
市
街
化
区
域
、
市
街
化
調
整
区
域

の
線
引
き
が
行
わ
れ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
た
め
、
県
下

K
誇
る
夜
間
照
明
を
押
小
校
庭

K
設
置
。

町
制
施
行
記
念
を
兼
ね
、
盛
大
左
町
体
育
祭
を
開
催
。

社
会
教
育
の
殿
堂
、
中
央
公
民
館
開
館
。

中
央
道
昭
和
イ
ン
タ
ー
計
画
図
面
発
表
。

県
都
甲
府
市
の
近
接
町
村
で
、
豊
か
左
恵
ま
れ
た
環
境
づ
く
り
一
体

を
目
指
し
、
甲
府
地
区
広
域
市
町
村
圏
を
設
定
。

情
報
伝
達
の
ス
ピ
ー
ド
化
を
図
る
た
め
、
町
内
全
域
(
清
水
除
く
)

電
話
自
動
化
を
開
始
。

消
防
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
甲
府
地
区
広
域
常
備
消
防
設
置
。

中
央
道
昭
和
イ
ン
タ
ー
位
置
決
定
。

上
河
東
地
区

K
大
が
か
り
在
住
宅
団
地
を
計
画
、
そ
の
一
部
町
営
住

宅
が
完
成
し
一
期
が
入
居
。

飯
喰
の
一
部
を
築
地
新
居
K
編
入
し
行
政
能
率
を
図
る
。

町
の
鳥
と
花
を
田
園
都
市
昭
和
K
ふ
さ
わ
し
い
、
ひ
ば
り
、
レ
ン
ゲ

K
そ
れ
ぞ
れ
決
定
。

環
境
の
整
っ
た
都
市
づ
く
り
を
図
る
た
め
、

5
地
区
の
新
用
途
地
域

K
細
分
化
。

第
3
回
山
日
杯
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
マ
マ
さ
ん
バ
レ

1

3
位
入
賞
、
関
東
大
会

K
出
場
。

ω
・8

第
日
回
山
日
杯
少
年
野
球
県
大
会
で
少
年
野
球
準
優
勝
。

sω
・3

優
良
農
地
の
確
保
と
近
代
化
農
業
の
促
進
を
目
的
K
進
め

ら
れ
た
県
営
ほ
場
整
備
事
業
一

三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
完
了
ハ

国
母
工
業
団
地
の
本
町
分

K
公
害
の
在
い
優
良
企
業
の
入

居
が
決
定
。

第
6
回
全
国
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
県
大
会
で
マ
マ
さ

ん
バ
レ

l
準
優
勝
。

第
幻
回
県
下
中
学
校
野
球
大
会
で
押
中
野
球
部
初
優
勝
。

永
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
峡
中
し
尿
処
理
場
が
玉
穂
村

地
内
K
完
成
。
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シ
ン
ボ
ル
新
す
舎
完
成
左
ど
、
乙
の
十
年
、
昭

和
町
は
産
業
、
教
育
、
文
化
等
あ
ら
ゆ
る
分
野

K
都
市
機
能
を
整
え
、
開
発
と
自
然
保
全
の
調

和
し
た
健
全
左
町

e

つ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。そ

し
て
今
、
さ
ら

K
乙
の
十
年
の
歩
み
を
足

場
K
、
新
た
左
出
発
へ
一
歩
一
歩
着
実

K
歩
み

は
じ
め
て
い
ま
す
。

報広町和昭(3) 

老朽化と生徒数の増加lこ伴し、
押中校舎の麗支を着工

生
徒
数
の
増
加
と
校
舎
老
朽
化
K
伴
い
新
た
在
地

K
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
た
押
中
校
舎
完
成
。

新
印
鑑
登
録
制
度
を
採
用
、
ナ
ン
バ
ー
制
の
印
鑑
登
録
手
一

帳
を
交
付
、
証
明
の
ス
ピ
ー
ド
化
を
図
る
。
一

中
央
道
の
全
線
開
通

K
向
け
、
幹
線
道
路
の
昭
和
パ
イ
パ
一

ス

一

期

工

事

着

工

。

一

大
型
庖
フ
ァ
ミ
リ
コ
昭
和
が
オ
ー
プ
ン
、
地
元
商
工
業
者
一

の
経
営
体
質
改
善
等
対
応
策
が
必
要
K
せ
ま
ら
れ
る
。
一

回
年
秋
全
線
開
通

K
伴
い
、
昭
和
イ
ン
タ
ー
や
本
町
内
路
一

線

本

格

的

工

事

着

工

。

一

中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合
を
設
立
し
て
建
設
を
進
め
て
一

き
た
待
望
の
ゴ
ミ
処
理
場
玉
穂
村
地
内
K
オ
ー
プ
ン
。

5
一

月
K
は
お
年
寄
り
の
い
こ
い
の
場
老
人
福
松
セ
ン
タ
ー
も
一

つ

づ

い

て

オ

ー

プ

ン

。

一

社
会
福
祉
協
賛
E

の
法
人
化
を
図
り
福
祉
の
ゆ
き
と
ど
い
た
明
る
い
一

町

づ

く

り

の

推

進

を

進

め

る

。

一

県
下

K
誇
る
新
エ
法
の
押
中
プ

l
ル

完

成

。

一

押
中
野
球
部
、
第

m圃
県
下
中
学
校
総
合
体
育
大
会
で
優
勝
し
、
第
一

3
回

関

東

中

学

校

野

球

大

会

の

出

場

権

を

得

る

。

一

学
校
保
健
の
奨
励
校
と
し
て
押
原
中
学
校
文
部
大
臣
表
彰
を
受
け
る
4

医
大
開
校
を
間
近

K
控
え
、
周
辺
地
域
の
大
き
在
変
遷
を
期
待
K
一

医

大

取

付

道

完

成

。

一

県
下
最
大
の
祭
り
の
信
玄
公
ま
つ
り

K
石
原
町
長
以
下
消
防
団
員
叫
一

名

が

参

加

。

一

0

・
4

ス
ポ
ー
ツ
の
殿
堂
、
県
下
で
も
屈
指
の
大
型
体
育
館
完
成
句
一

9

・
5

押
中
野
球
部
第
お
回
県
下
中
学
校
選
抜
野
球
大
会
で
準
優
勝
。
一

0

・
6

都
市
と
し
て
の
基
盤
ゃ
つ
く
り
、

5
年
計
画
で
地
籍
調
査
が
本
格
的
作
一

、業

K
入

る

。

一

0

・
9

地
震
の
防
災
対
策
強
化
地
域
と
し
て
指
定
を
受
け
た
た
め
、
対
策
計
一

画
案
等
を
作
成
し
、
左
お
い
っ
そ
う
の
防
災
対
策
強
化
を
図
る
。
一

県
都
甲
府
市
の
表
玄
関
、
中
央
道
甲
府
・
昭
和
イ
ン
タ
ー
の
窓
が
開
一

か
れ
、

2
年
後
の
全
線
開
通

K
向
け
、
県
勢
躍
進
を
担
い
第
一
ス
テ
一

ッ
プ
を
踏
み
出
す
。

ザ

一

県
の
基
幹
工
業
団
地
と
し
て
期
待
さ
れ
る
釜
無
工
業
団
地
の
企
業
立
一

地
決
定
。

い
っ
そ
う
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
標

K
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
新
庁

舎
が
完
碕

昭
和
バ
イ
パ
ス
三

・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
完
了
、
残
り
二
・
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
早
期
完
成
K
向
け
4
期
工
事
を
着
工
。
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(4) 

額

等級 災害の 程度 ';'1'1: 古賀 注 意

1 死 亡 世そ手の管他主 100万 円

fifてii1iibi23i:A; i i 

5 0万円

2 全治 6ヶ月以上の傷害 14万 円

3 全治 3ヶ月以上 6ヶ月未満の{秘書 7万 円

4 全治2ヶ月以 /'.3ヶ月未満の傷害 4万 5千 円

5 全治 1ヶ月以J:2ヶ月未満の傷害 3万円

6 
全治 2週間以上 1ヶ月 未満の傷害 』万5千 円 すで=要4が曹・S恕長のE町は村又上問

7 全治 1週間以上 2週間未満の傷害 万円

グ〉金舞

報

見

広町和

初
年
度
申
込
は
三
月
十
六
日

昭

乙
の
共
済
は
、
町
村
住
民
が
わ
ず

か
在
掛
金
を
出
し
、
交
通
事
故
K
よ

っ
て
死
亡
し
た
り
、
ケ
ガ
を
し
た
と

き
、
そ
の
被
災
者
K
見
舞
金
を
支
給

し
、
少
し
で
も
明
る
い
生
活
を
守
っ

て
い
た
だ
く
た
め

K
、
県
内
の
全
町

村
が
一
体
と
在
っ
て
実
施
し
て
い
る

9
町
村
住
民
の
た
め
の
9
相
互
扶
助

制
度
で
す
。

五
百
円
で
何
倍
か
の
保
障
が
さ
れ

る
K
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
佳
度
本
町

の
加
入
状
況
は
四
十
六
・
八
%
と
半

数
K
も
満
た
左
い
の
が
現
状
で
す
。

万一

K
備
え
、
今
年
乙
そ
は
全
家
庭

受
通
災
害
共
済

交
通
事
故
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
日
の
大
き
ま
社
会

問
題
と
在
っ
て
い
る
こ
と
は
と
承
知
の
と
お
り
で
す
。

い
ま
や
三
分

K
一
件
と
か
:
・
、

ζ

の
交
通
事
故
の
当
事
者

K
私
達
自
身
い
つ
早
変
わ
り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ざ

と
い
う
と
き
K
備
え
あ
左
た
も
交
通
災
害
共
済
K
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

死亡見舞金は即日支給 もで きます。

五
百
円
で
何
倍
か
の
保
障

で
加
入
す
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

五
十
八
年
度
分
の
申
込
書
は
、
す

で
K
各
家
庭
K
届
い
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
加
入
を
希
望
す
る
方

は
申
込
書
K
記
入
し
、
各
地
区
の
母

の
会
役
員
(
婦
人
会
支
部
長
)
ま
で

申
込
み
下
さ
い
。
初
年
度
申
込
み
期

限
は
、
事
務
手
続
き
等
の
関
係
で
三

月
十
六
日
ま
で
と
い
た
し
ま
す
が
、

そ
の
後
加
入
を
希
望
す
る
方
も
逐
次

号
符
け
ま
す
の
で
、
総
務
課
ま
で
と

連
絡
下
さ
い
。

加

入

資

格

町
K
居
住
し
住
民
基
本
台
帳
K
登

載
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
は
外
国
人

登
録
し
て
い
る
方
。

共

済

掛

金

年
額

一
人
五
百
円
。

土t，、

済

期

間

昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
昭

和
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。

見
舞
金
の
鯖
求
手
続
き

見
舞
金
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、

不
幸
K
し
て
交
通
災
害
K
あ
っ
た
場

合
は
、

警
察
K
届
け
確
認
を
し
た
の

冬
場
総
務
課
で
手
続
き
を
し
て
下

さ
い
。

別
表
の
う
ち
、
一
か
ら
五
等
級
ま

で
は
交
通
事
故
証
明
書
(
自
動
車
安

全
運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
)
、
ま
た
は

交
通
災
害

K
関
し
権
限
を
有
す
る
機

関
の
発
行
す
る
立
証
書
類
、
六
か
ら

七
等
級
は
同
証
明
書
も
し
く
は
町
長

の
確
認
書
が
必
要
で
す
。

四月から国民年金
月額 4，50 0円

国
民
年
金
は
、
加
入
者
が
歳
を
と

っ
た
り
、
障
害
者
と
な

っ
た
り
、
母

子
世
帯
K
在

っ
た
と
き

K
年
金
を
支

給
し
て
、
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
支
払
う
年
金
額
も
、

物
価
の
変
動
K
対
し
値
う
ち
が
下
が

ら
左
い
よ
う
物
価
ス
ラ
イ
ド
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
乙
と
給
付
水
準
の

墨
直
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

昨
年
も
こ
の
措
置
K
よ
り
、
年
金

額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
年
金
給
付
の
財
源
は
、
み

左
さ
ん
が
納
め
た
保
険
料
の
積
立
金

と
国
庫
金
左
ど

K
よ
っ
て
ま
か
左
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
の
財

政
を
健
全
K
保
つ
た
め

K
は
、
年
金

給
付
の
引
き
上
げ

K
伴
い
保
険
料
の

額
も
引
き
上
げ
て
い
か
左
け
れ
ば
走

り
ま
せ
ん
。

乙
の
よ
う
左
事
情
か
ら
、
保
険
料

の
額
が
本
年
四
月
か
ら
月
額
四
千
五

百
円
K
走
り
ま
す
。

保
険
料
納
付
の
乙
と
左
ど
、
く
わ

し
い
こ
と
は
役
場
年
金
係
K
お
た
ず

ね
下
さ
い。

ご
存
知
で
す
か
グ

乳
児
医
療
費
助
成
金
制
度

乳
児
医
療
費
助
成
金
制
度
と
は
、

一
歳
未
満
の
乳
児
が
病
気
や
ケ
ガ
在

ど
で
医
者
K
か
か
っ
た
場
合
、
三
割

の
自
己
負
担
金
が
無
料
K
在
る
制
度

で
す
。未

請
求
の
方
は
、
役
場
保
健
課
で

詳
細
K
説
明
い
た
し
ま
す
の
で
至
急

お
届
け
下
さ
い
。

電
話
の
移
転
手
続
き
は

お

早

め

に

日
本
電
信
電
話
公
社

春
先
き
は
引
越
し
の
多
い
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
こ
の
時
期
K
は、

電
話
の

整
転
工
事
が
大
変
混
み
あ
い
ま
す
の

で
、
転
居
決
定
の
際
は
早
め

K
電
々

爪在
K
C
連
絡
下
さ
い
。

在
お
、
移
転
と
同
時
K
プ
ッ
シ
ュ

ホ
ン
左
ど

K
お
取
替
希
望
の
方
は
、

乙
の
機
会
K
申
込
む
と
工
事
料
金
が

割
引
き
と
在
り
ま
す
の
で
お
得
で
す
。

漏電しゃ断鵡の
取り付けをおす
すめします。

東京電力



報

利
用
し
や
す
い
近
代
住
宅

町
営
住
宅
入
居
募
集

受
付
三
月
二
日
j

十
四
日

町
で
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
建
設

の
町
営
住
宅
十
六
戸
の
入
居
者
を
次

の
要
領
K
よ
り
募
集
致
し
ま
す
。

。
申
込
資
格

①
県
内

K
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が

あ
る
方
。
た
だ
し
町
内
在
住
者
を

優
先
す
る
。

⑦
世
帯
を
構
成
し
て
い
る
方
。
(
世

帯
構
成
が
ま
く
申
込
時
K
婚
約
中

広町和昭(5) 

で
、
契
約
日

K
は
新
戸
籍
謄
本
ま

た
は
婚
姻
届
受
理
証
明
書
の
提
出

で
き
る
方
は
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
)

①
住
居

K
困
っ
て
い
る
方
。

⑥
家
賃
及
び
敷
金
(
入
居
時
K
家
賃

三
ヶ
月
分
)
を
納
入
で
き
る
方
。

⑤
別
表
の
入
居
収
入
基
準
K
該
当
す

る
方
。

@
申
込
方
法

ア

フ

ス

2階平面図

申
込
用
紙
と
関
連
用
紙
を
役
場
建

設
課
窓
口
で
受
取
り
、
三
月
二
日

か
ら
十
四
日
ま
で

K
申
込
み
下
さ

の
拍
選
会
及
び
入
居
説
明
会

三
月
二
十
三
日
の
午
後
二
時
、
役

場
二
階
会
議
室
で
行
い
ま
す
。
入

居
が
決
定
す
る
と
、
二
十
八
日
か

ら
三
十
一
日
ま
で
の
間

K
役
場
建

設
課

K
お
い
て
契
約
が
行
わ
れ
ま

す
。
左
お
、
入
居
は
四
月
一
日
か

ら
で
す
。

爽
3
¥
わ
し
い
乙
と

K
つ
い
て
は
役
場

建
設
課
l
電
話
(
七
五
)
一
一
一
一
一

番
へ
間
合
わ
せ
下
さ
い
。

入

常永団地

昭和町上河東

第一種簡易耐火二階建

3 ( 6畳)D K 65.80 m2 

1 6戸

2万7千円(予定)

団地名

所在地

構造

規模

募集戸数

家賃

旧
軍
人
・
軍
属

そ
の
遺
族
に
対
す
る

巡

回

相

談

軍
事
思
給
、
援
護
法
等

K
関
す
る

乙
と
で
ふ
だ
ん
お
悩
み
の
方
、
三
月

十
二
日

K
昭
和
町
外
五
市
町
村
を
対

象
K
、
甲
府
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

で
専
門
員
が
相
談
を
受
け
つ
け
ま
す
。

相
談
者
は
当
日
次
の
も
の
を
持
参

下
さ
い
。

印
鑑
・
旧
軍
人
戦
傷

K
関
す
る
証

拠
書
類
。

国
際
障
害
者
年
記
念

「

標

語

」

募

集

国
際
障
害
者
年
を
迎
え
、
障
害
者

問
題

K
対
す
る
県
民
の
理
解
と
啓
発

を
図
る
た
め
、
次
の
要
領
で
標
語
募

集
が
行
わ
れ
ま
す
。

あ
る
日
、
突

然
、
グ
ラ
ッ
と
き

た
ら
ど
ん
在
人
で

も
平
常
心
を
失

機

う
の
が
あ
た
り
機

ま
え
で
す
。

機

い
ざ
と
い
う

機弘明

と
き

K
は
、
人

欄

閥
、
ふ
だ
ん
落

川

ち
つ
い
て
い
る
人

で
も
恐
怖
心
か
ら

体
は
乙
わ
ば
り
、
理

性
を
失
い
、
一
種
の
精

応
募
資
格

県
内

K
住
む
す
べ
て
の
人
を
対
象

応
墓
前
期
間

昭
和
五
十
六
年
二
月
二
十
日
か
ら

昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
一
日

応
募
方
法

①
内
容
は
、
国
際
障
宝
早
産
及
び
障

害
者
福
祉

K
関
す
る
も
の
で
あ
る
乙

夫、
⑦
作
品

K
は
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

撃
未
(
学
校
、
勤
務
先
等
)
を
記
入

す
る
こ
と
。

③
作
品
は
、
ハ
ガ
キ

K
よ
り
応
募
す

る
も
の
と
し
、
一
枚
一
作
品
と
す
る
。

作
品
の
提
出
先

県
庁
障
害
福
祉
課
内
l
県
国
際
障

害
者
年
推
進
会
議
事
務
局
(
甲
府
市

丸
の
内
一

l
六
l
一
電
話
(
三
七
)

二
二
番

神
的
パ
ニ
ッ
ク
状
態

K
陥
っ
て
、
在
か

ケ
左
か
平
素
思
っ
て
い
た
よ
う

K
は
行

脚

動
で
き
左
い
も
の
で
す
。

機

人
間
、
非
常
時

K
は
、
ふ
だ
ん
の

機

ょ
う

K
は
い
か
左
い
!
こ
の
、
ぁ

機

た
り
ま
え
の
こ
と
を
ま
ず
肝
K
銘

判
ず
る
、
こ
れ
が
地
震

K
対
す
る
心
得

…
の
第
一
歩
で
す
。

問
グ
ラ
ッ
と
き
た
と
き
、
家
族
全
員
が

ア

の
わ
て
ず
行
動
で
き
る
よ
う
、
ふ
だ

ん
か
ら
よ
く
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

行
動
分
担
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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カ/メ/ラ/Jレ/ポ

い
友
だ
ち
も
で
き
る
左
ど
し
て
、
行

動
範
囲
は
し
だ
い

K
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。乙

乙
で
気
を
つ
け
在
け
れ
ば
左
ら

在
い
の
が
交
通
事
故
で
す
。

毎
年
、
乙
の
時
期
は
、
新
入
学
児

童
の
交
通
事
故
が
目
立
ち
ま
す
。
入

学
を
前
K
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル

K

つ
い
て
、
い
ま
一
度
親
子
で
よ
く
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

報広町和昭

一般社会人を対象の昭和町スキー教

室が、去る 2月 1 1日長野県車山スキ

ー場で開催されました。

スポーツを通じて、健康づくりや親

睦を深めていただζ うと始められたも

ので、数えて 18回目、総勢 22名が

参加して行われました。
現地は当日雪が舞い絶好のスキー日

より、カラフル在スキーや っけK身を

包んだ参加者は、山田指導員の指導の

もと、 一日上達方法を学びました。

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
ノ

あ
な
た
の
教
養
と
健
康
づ
く
り
に

峡
中
地
方
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー

し
、
二
期
K
わ
け
で
実
施
さ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
ら
申
込
み
は
、

一二
月
一
日
、

九
月
一
日
か
ら
受
付
け
ら
れ
、
定
員

K
左
り
次
第
締
切
り
と
走
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
峡
中
勤
労
青
年

セ
ン
タ
ー
事
務
局
!
電
話
(
七
一
二
)

六
四
七
九
番
ま
で
申
込
み
下
き
い
。

中
直
撃
地
区
の
青
年
を
利
用
対
象

K
建
設
さ
れ
た
玉
穂
村
の
勤
労
青
年

セ
ン
タ
ー
は
、
働
く
勤
労
青
年
が
余

暇
を
利
用
し
教
養
や
健
康
づ
く
り
を

進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
、
次
の
よ
う

在
教
室
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

教
室
は
い
ず
れ
も
六
ヶ
月
で
終
了

事業名 開催日時 定員

着付教室 毎P7週.0火0-曜日 20人
令、-9.00

料理教室
毎週水曜日

30人。
社交 毎週金曜日

40人ダ ン ス 9 

茶道教室
毎週金曜日

20人。

華道教室
毎週木曜日

30人
9 

写真教室
毎週水曜日

10人
4シ

パドミン 毎週火曜日
40人トン教室 " 

卓球教室
毎週木曜日

20人。
バレーボ 毎週金曜日

30人ール教室 。

昭和町文化協会主催の囲碁、将棋大

会が、去る 2月 15日中央公民館和室

で午前 9時より行われました。

当日会場Kは腕自慢多数が集まり、

それぞれのラ ンクK別れ熱戦が展開さ

れました。その結果、将棋では町内-

K押越の斉藤菊雄さん、囲碁では河西

の宮原勝さんが栄冠を手Kしました。

通
信
制
高
校
生
募
集

県
立
中
央
高
校

自
宅
で
勉
強
を
し
、
高
等
学
校
を

草
業
で
き
る
の
は
、
通
信
制
高
校
で

す
。
全
日
制
、
定
時
制
と
全
く
同
じ

で
勉
強
の
し
か
た
が
ち
が
う
だ
け
で

す
。県

立
中
央
高
等
学
校
通
信
制
で
は

胆
相
五
十
六
年
度
の
生
徒
を
次
の
と

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

付
募
集
人
員

普
通
科
百
名

同
募
集
期
間

三
月
一
日

1
四
月
三
十
日

白
入
学
資
格

o
中
学
校
を
卒
業
し
た
者

o
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以

上
の
堂
カ
が
あ
る
者

0
男
女
年
齢
K
制
限
左
し

回
出
願
書
類

0
入
学
霊
園
(
中
央
高
校
交
付
)

o
卒
業
見
込
証
明
書
ま
た
は
卒
業
証

明
書
(
出
身
中
学
交
付
)

0
成
績
証
明
書
(
出
身
中
学
交
付
)

回
出
願
場
所

甲
府
市
飯
田
五
丁
目
六

1
二
三、

山
梨
県
立
中
央
高
等
学
校
通
信
制

電
話
(
一
二
ハ
)
四
四

二一
番

左
お
、

ζ

の
他
簿
記
会
計
を
中
心

と
し
た
商
業
科
目
が
勉
強
で
き
る
、

商
業
コ
ー
ス
の
生
徒
募
集
を
三
月
十

八
日
ま
で
受
付
け
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
申
込
み
下
さ
い
。



報

正
月
行
事
の
う
ち
十
四
日
以
降
の

小
正
月
は
、
道
祖
神
と
結
び
つ
い
て

色
々
の
形
の
祭
り
や
行
事
が
行
わ
れ

る
。
平
凡
社
世
界
大
百
科
事
典
か
ら

抜
粋
し
て
み
る

K
(小
正
月
と
は
一

月
一
日
の
大
正
月
K
対
し
て
、
一
月

十
五
日
正
月
を
い
う
が
、
通
例
は
一

月
十
四
日
の
夕
方
か
ら
数
日
間
を
乙

う
呼
ん
で
い
る
。
小
正
月
の
行
事
の

特
色
は
年
の
豊
凶
を
占
う
年
占
行
事

の
多
い
事
で
あ
る
。
ま
ず
室
内
の
飾

h
物
K
餅
花
、
繭
玉
が
あ
る
。
ミ
ズ

キ
や
ヤ
ナ
ギ
等
の
枝
K
餅
で
花
や
繭

小
正
月
と
道
祖
神
祭
り

広町和昭(7) 

郷
土
研
究
部
長

雨

~俳

呂

イ有

ふるさとの伝統行事をいつまでも後世に

の
形
K
左
ぞ
ら
れ
た
も
の
を
つ
け
、

稲
作
や
蚕
の
豊
作
を
期
待
す
る
も
の

な
る
。
ま
た
小
正
月
の
年
占
K
は

粥
だ
め
し
が
あ
る
。
粥
を
煮
て
そ
の

中
K
粥
か
き
棒
や
竹
の
管
を
入
れ
、

棒
の
割
れ
目
や
竹
筒
の
中
K
入
っ
た

粥
の
多
少
K
よ
っ
て
年
の
豊
凶
や
、

月
々
の
天
候
を
占
う
の
で
あ
る
。
粥

か
き
棒
と
同
比
川
む
の
は
ま
た
祝
棒
と

し
て
色
々
左
呪
い

K
使
わ
れ
る
。
さ

ら
K
邪
気
を
は
ら
い
豊
作
を
祈
る
小

正
月
の
行
事
で
全
国
K
広
く
行
わ
れ

て
い
る
の
は
火
祭
り
で
あ
る
。

ζ

れ

は
道
祖
神
と
在
っ
て
い
る
の
が
多
く
、

ど
ん
ど
、
き
い
の
か
み
、
お

K
ぴ
左

き
ぎ
ち
ょ
う

ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
左
義
長

と
は
小
正
月
の
火
祭
り
を
い
う
。
か

〈

げ

つ
て
は
宮
中
や
公
家
で
の
有
名
左
正

日
行
事
で
あ
っ
た
。
民
間
で
は
お
も

K
子
供
達
の
管
理
で
行
わ
れ
、
そ
の

名
称
も
ド
ン
ド
、
ド
ン
ド
ン
焼
、
サ

ン
ク
ロ
ウ
ヤ
キ
左
ど
様
々
で
あ
る
。

長
野
、
新
潟
、
埼
玉
、
神
奈
川
、
山

梨
、
東
京
在
ど
の
各
都
県
で
は
道
祖

神
祭
り
と
結
び
つ
い
た
。
民
間
の
行

事
と
し
て
は
、
正
月
の
松
飾
り
を
各

戸
か
ら
集
め
、
一
定
の
場
所
で
焼
く 弐

の
が
普
通
で
あ
る
い
州
、
左
砂
一
K
は
中

心
K
丸
太
を
立
て
藁
で
お
が
っ
て
小

屋
を
作
り
、
子
供
達
が
前
夜
か
ら
そ

こ
K
乙
も
っ
て
米
や
餅
を
共
食
し
、

最
後
Kζ
れ
を
焼
き
払
う
例
も
あ
る
。

乙
の
火

K
身
体
を
あ
て
る
と
若
が
え

る
と
か
、
餅
や
団
子
を
焼
い
て
食
べ

る
と
病
気
し
左
い
と
か
、
残
り
灰
を

う
ま
宇

厩
K
入
れ
る
と
牛
が
丈
夫
K
在
る
等

と
い
っ
て
、
乙
の
火
を
神
聖
視
す
る
。

正
月
の
書
初
め
を
か

e

さ
し
て
、
高
く

上
る
と
書
が
上
手
K
在
る
と
す
る
例

も
全
国
的
で
あ
る
)

以
上
の
通
り
宮
中
や
公
家
の
正
月

行
事
で
あ
る
火
祭
り
が
民
間
で
行
わ

れ
、
道
祖
神
K
、
ま
た
小
正
月
行
事

が
道
祖
神
K
結
び
つ
き
大
衆
K
食
い

乙
ん
で
様
々
の
形
と
在
っ
た
。
江
戸

時
代
の
甲
府
の
道
祖
神
祭
り
は
現
代

で
は
相
像
も
出
来
左
い
ほ
ど
大
き
左

も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

当
町
で
道
祖
神
祭
り
が
盛
大
K
行

わ
れ
る
の
は
紙
漉
阿
原
で
あ
る

D

住

年
は
青
年
団
の
手
で
、
現
在
は
隣
保

組
の
当
番
制
で
行
わ
れ
、
新
築
、
結

廼
出
生
等
の
お
祝
い
の
家
、
厄
年

の
人
の
家
左
ど

K
当
F
K左
つ
て
も

ら
い
、
当
番
は
前
日
か
ら
道
祖
神
の

お
札
作
り
を
行
う
。
獅
子
頭
は
文
久

二
年
(
一
八
六
二
年
)
K調
製
さ
れ

当
時
の
発
起
人
十
二
名
の
名
前
が
箱

K
書
い
て
あ
る
。
当
日
ま
ず
各
道
路

の
入
口

K
御
弊
を
立
て
悪
霊
等
が
入

り
乙
ま
左
い
よ
う
願
い
を
こ
め
る

D

お
獅
子
は
お
宮
を
組
立
て
て
そ
の
中

K
納
め
、
御
神
酒
や
お
供
物
、
お
め

え
玉
等
を
あ
げ
道
祖
神
体
K
当
家
の

名
前
を
書
い
て
水
引
き
で
結
び
つ
け

る
。
お
獅
子
は
当
家
を
午
後
二
時
頃

出
て
道
祖
神
や
神
社
を
回
っ
て
か
ら

町
内
を
回
り
、
厄
年
の
男
女
の
悪
魔

つ
ば
ら
い
、
新
婚
の
者
の
和
合
、
新

築
家
屋
の
安
泰
、
各
家
庭
の
幸
福
を

祈
り
左
が
ら
獅
子
舞
い
を
行
い
、
道

組
神
の
お
札
を
渡
し
て
御
神
酒
を
飲

ん
で
も
ら
う
、
そ
し
て
と
祝
儀
や
お

米
を
頂
く
、
お
祝
事
の
あ
る
家
K
は

特
K
余
分

K
お
願
い
す
る
(
獅
子
舞

い
と
は
獅
子
の
頭
を
い
た
、だ
い
て
舞

う
の
で
乙
の
名
が
あ
る
が
、
人
間
の

生
活
を
お
び
や
か
す
悪
霊
を
鎮
め
る

威
力
あ
る
霊
物
と
し
て
、
シ
シ
と
呼

ぶ
空
想
的
左
獣
類
を
想
定
し
た
も
の

で
、
乙
の
舞
い
を
舞
え
る
人
は
古
老

以
外
K
左
い
と
の
事
]
何
と
か
若
い

人
K
伝
え
た
い
も
の
と
思
う
)
町
内

全
部
を
回
っ
た
お
獅
子
は
五
時
半
頃

ま
で

K
当
家
へ
も
ど
る
。
夜
は
各
組

K
属
す
る
道
祖
神
場
K
て
ド
ン
ド
ン

焼
き
を
行
い
、
お
め
え
玉
を
焼
き
書

初
め
を
火
K
か
か
げ
る
。
当
家
K
は

区
の
役
員
や
、
区
民
が
集
ま
っ
て
当

番
の
料
理

K
よ
り
十
一
時
頃
ま
で
宴

会
を
行
う
。
子
供
達
K
は
野
菜
と
飯

の
お
む
す
び
ゃ
密
柑
等
を
や
る
、
乙

れ
は
子
供
の
楽
し
み

K
走
っ
て
い
る
。

本
年
は
、
山
梨
放
送
の
ラ
ジ
オ
で

二
時
十
分
か
ら
実
況
放
送
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
知
事
が
見
え
こ
の
道
祖
神

祭
り
乙
そ
ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
K
通
じ

る
も
の
が
あ
る
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

以
上
、
道
祖
神
祭
り
の
よ
っ
て
き

た
る
と
乙
ろ
と
紙
漉
阿
原
で
の
実
際

を
詞
吃
た
が
、
勉
強
不
足
の
た
め
不

備
の
点
が
多
い
、
よ
ろ
し
く
と
指
導

を
お
願
い
し
ま
す
。

参
考
文
献
l
N
H
K
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
甲
州
風
土
記
、
第
一
法
規
日

本
の
民
俗
山
梨
、
岩
波
国
語
辞
典
、

平
凡
社
日
本
民
俗
学
大
系
、
同
世
界

大
百
科
事
典
。

町
/
民
/
俳
/
句

「
冴
え
返
る
」

上
棟
の
終
え
た
る
空
の
冴
え
返
り

桑

原

丑

寅

冴
え
返
る
ネ
オ
の
一
宇
消
え
し
ま
ま

伊

藤

春

江

野
の
果
て

K
白
亜
の
医
大
冴
え
返
る

井
上
ま
さ
え

土
黒
く
、
臼
き
墓
標
の
冴
え
返
り

中

沢

静

代

眼
の
冴
え
て
寝
付
け
ぬ
夜
半
急
救
車

上

田

栄

月

絵
馬
あ
げ
る
受
験
子
一
途
冴
え
返
る

磯

部

信

与

視
力
お
つ
る
赤
き
針
山
冴
え
返
る

関
石
き
お
代

飛
機
一
線
曳
き
て
大
空
冴
え
返
る

河

田

好

子

し
つ
け

態
解
く
手
ず
れ
の
音
や
冴
え
返
る

内
藤
ふ
く
次



(8) 報広町和昭

= 3 歳児検診--ー

3月 17 日午後1 時~2時

中央公民館

昭和 52年 12 月 1 日~5 3年2月28日ま

での仕住児旧

母子手帳、健診黒上ばき、採取尿

時ヰ、歯科診察、体位測定、発達検査、

保樹縛

--ー乳児健康相談日

不用犬収集

収集日 3月6日特I]1 0時

場所旧役場

※収集車がくるまでは宮市、主もし 1っしょvn、て下さい。

日

実施日時

場所

該当児

携行品

検査司容

日
内容 該 当 児 時 間

時

3 
、y 瞬間 5年 4 月 1 日~5 5年

午後 1時
ベ 9月30日までの出生児。

月
Jクムリレノ

師日 53年 4月1日，-....，5で5宋年
10 

接3月種児3。1日までの出生児日 1時 30分

3 
B 3月10日のツベルクリン半リ午後12時 i

月 4時5分3~O分C 1 12 
G 

定結果の陰性者全員。
日

3 3 
瞬間 3年 9 月 1 日 ~5 4年

午後 1時
昭2和月28日までの出生児。

月 種
5 2年 6月30日........5 3 

18 混
日 乙口ふ

年8月 31日までの出生児で
2時

未接種児。

種接

中央公民館

母子手帳問診票

防予

場所

携行品 食べ牧抗つ~"\ての質笥票

胃 X 線検査

実施日時 3月 16日午前8時30か ヰ 前9時 30分

場 所ヰ興公民館前庭

※ 申込み用紙を追って各戸K回覧致しますので希望者は

申込み下さい。左お、直接役場保健課でも受付けます。

母子苧帳を~二口
主rmJ口口

---母子健康手帳交付及び妊婦相談回 一一

実施日時 3月7日・ 21日 午前 9 時~ 1 1時30分

場 所牛興公民館示直

該当者 第 1次 ・第 2次住民検診の未検診者。 I ※当日印鑑をあ持ち下さい。
γ ・へぺへJ ・へぺ........・へJ ・，-....，・~.へJ ・~・~・~・，-....，・----・~・，-....，.，-....，・--.--. '""'"-'・~・マ

{野雨槌官宮坂許井望新山秋小田 昭 ~ 
樺宮屋津原下 上月井本山沢中氏 和お

l 羊み み 婚五一め
-美正重輝ゆ 金 ゆ正雅泰敏邦名 十 、て了、

!春悟子久き章耳昭き行子好子彦 五 J一 一f -ぅ;
(西紙飯紙西西押姻万 ピフ:
{条漉 漉条 条 住士~. ~満悦 l
l 二 阿 阿 二 二 所百 ~WJ l 

(区原喰原区区越 量民謡;滞;

!向 山 佐拘iJ:坂 塩河佐斉斉小内清岸市長=中 石長能山!
・山口藤澄本田田野藤藤林譲水木 川 谷涌山氏 川 田王予
イ由有千 み美席伊JlI 山 美由

j希 美 恵 達 理 雅 真美裕ず貴路智宏佳 浩太名出佐公里光;
子子子矢恵也実幸也き子代子斗恵登 一 介 子孝子雄.

(好勇時 亥 健家一一要久和 美父 ( 
' 佐久務 。 肇勝根有の l 
i文 造康 夫 一 幸徳正三雄雄 雄名生河 Ej
: 耕雲京電賭河 f 有望室河思夏河 間住 出:

=r:f二型新新新ゲ東 二新二新二 所 西島 l
j区島区島居田居西 二区居西区田区西西 ! 

ニ=二二 結核第 5次住民検診

実施日 時 間 検診場所

午前9時 30分~11時 30 分 ヰ興公開鮪百

3月3日午後 1時，-....， 1時45分 上河東公会堂

~J<) 
午後 2時~ 3時 西条二区公会望

可燃物・不燃物収集日

日程
曜

内 円廿』 地 区
日

3月 2日 月 もえる物 全地区

4日 水 ガラス類 11 

5日 木 もえる物 。
1 0日 火 か 。
1 2日 木 か 汐

1 6日 月 11 11 

1 8日 水 金属類 西条地区

1 9日 木 もえる物 全地区

2 0日 金 金属類 押原・常永

2 3日 月 もえる物 全地区

2 6日 木 汐 11 

3 0日 月 11 。
」一一


